
コード

作成年度 26 年度

課コード

主管課名

ha

ha

％

％

※3次評価は、住民等の意見があった場合にのみ、再度公表するものとする。

基本事業名称 森林の公益的機能の維持増進

 成果指標名称 1  成果指標名称 2

基　本　事　業　の　目　的

木材生産・水源涵養・防災・健康増進・水産資源に関する環境保全など森林の持つ多種多様な公益的機能を発揮させるために目的

にあった保安林整備をする。

実　績　　 B

基　本　事　業　の　成　果

 成果指標の積算根拠 保安林の森林整備÷保安林の森林整備目標  成果指標の積算根拠

保安林の森林整備

62

－

達成率　B／A

2次評価

成　果

指標 2

目　標　 　A

森林の公益的機能向上のため、引き続き計画的な保安林の整備を図り、保安林が有する多種・多様な機能を維

持増進させていくこと。

単

位

3次評価

住民等の意見

町 の 対 応

1

次

評

価

現状

課題

改善

成　果

指標 1

目　標　 　A 45 62

達成率　B／A 100.0 100.0

単

位
実　績　 　B 45 40

24年度 26年度

40 35

－

100.0

年　　　　　　　　度 22年度 25年度

 目標達成年度 平成26年度  目標達成年度

 目標達成数値 35ha  目標達成数値

23年度

40208

115
関係課名

農林課

総合計画の位置付け

政策名称

施策名称

自立する産業の育成、雇用の確保

農林業の振興

  　基 本 事 業 評 価 表

35

42

120.0

保安林を中心とする森林整備を行い、森林の持つ公益的機能の増進を図っている。

保安林整備において、保安林の採択条件や制限にかかる条件が折り合わない場合は、保育作業が実施できない

場合がある。県、林業公社所有する森林の整備が中心で、箇所に偏りがあるため、保安林全体の万遍な作業が

できない。

個人所有の保安林を、補助事業を用いて森林整備を行い、保安林の持つ公益的機能を広域に発揮させる。事務

処理においても簡素化することによる事業の早期着工等に協力する。



番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 #N/A #N/A

◆基本事業を構成する評価対象事業◆

平成25年度

直接事業費

10千円

評価の方向性

（途中）

このまま事業を継続

#N/A #N/A

#N/A #N/A

10千円基本事業を構成する評価対象事業の合計事業費

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A

#N/A #N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

担当課評価対象事業名称評価コード

402080101

#N/A

#N/A

農林課

#N/A

町緑化推進委員会補助事業

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A


